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令和５年度第２回八千代市庁舎整備検討委員会 会議録（要点録） 

 

日時：令和５年９月２０日（水） 

午後１時１０分～午後１時４５分 

場所：旧館４階 第１委員会室 

 

１．開会 

・ 委員数の２/３以上の出席により、本会議は成立している。 

 

２．議題 

⑴ 議題１ 市庁舎別館の利活用について（報告） 

①事務局より説明 

  資産管理課所管の八千代市公共施設再配置等推進委員会において，市庁舎別館の利

活用については，庁舎整備の一環として事業を進める旨の決定がなされたことを報告。 

②意見・質疑応答 

 特になし。 

 

  ⑵ 議題２ 八千代市新庁舎建設工事事業者選定について 

   ①事務局より説明 

八千代市新庁舎建設工事総合評価一般競争入札が参加者辞退のため不調とな

ったことを報告。 

また，本入札が不調となった原因を探り，改めて事業者選定を行うために実施

した建設業者へのヒアリング結果について説明。 

②意見・質疑応答 

Ｑ．設計部門の人材不足によりＤＢができないとの事であったが，設計を別企業と

してＪＶを組成しての発注とはできないのか。 

Ａ．今回の入札でも，建設会社と設計会社でのＪＶを組成しての参加も認めたが，

辞退という結果となった。 

Ｑ．ヒアリング結果の中にＥＣＩ方式では再度ゼネコン選定を行うケースも多いと

あるが，ＥＣＩ方式について説明してほしい。 

Ａ．ＥＣＩ方式とはアーリー・コントラクター・インボルブメント方式のことでプ

ロジェクトの設計段階より施工者である建設会社の技術力を設計内容に反映さ

せることでコスト縮減や工期短縮を目的とした方式である。 

ヒアリングの中でのＥＣＩ方式については失敗談を基に発言されたもので，実

施設計後の価格交渉で合意できず，再度建設業者の選定を行うケースも昨今は多

いとの否定的な意見があがった。 

Ｑ．ヒアリング結果の中で「昨今の建設業界と取り巻く環境はデザインビルドの良

さが生かされない状況」とあるが，補足説明をしてほしい。 

Ａ．デザインビルドは設計と施工が同一の事業者であるため，特許技術を使った技

術提案によるコスト縮減や準備期間の短縮による工期の短縮等のメリットがあ

るが，自社の設計人材を確保できないとなるとその建設会社特有の特許技術等が

使用できないため，コストの縮減といったメリットがなくなってきている。 
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Ｑ．設計施工分離発注方式ではＤＢ方式よりも工期が長くなることから，可能であ

ればＤＢ方式での実施が望ましく，本日の時点で事務局提案の設計施工分離発注

方式に決定してしまうのは時期尚早であると考える。 

最近の他市のＤＢ事例を調査し，設計施工分離発注方式とＤＢ方式の２手法に

ついて再度検討してはどうか。 

Ａ．了解した。 

 

３．総括 

再度公告を行う際の事業手法については，次回の会議において，設計施工分離発注

方式とＤＢ方式の２手法のスケジュールや他市事例等を基に議論していくこととする。 

 

４．閉会 


